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る
崖
薬
成
分
が
蓄
積
し
や
年
間
検
査
し
た
と
こ
ろ
、

す
い
環
境
で
す
℃
∴
.
∴
i

毎
月
2
種
類
の
ネ
オ
ニ
コ

ー
こ
の
1
 
0
年
で
、
使
用
ず
素
靂
薬
が
検
出
さ
れ
ま
し

て
い
ま
す
。
I

割
と
仮
定
し
て
算
出
し
ま

水
道
水
で
検
出
さ
れ
た
、
す
。
全
て
の
人
に
適
用
で

ク
申
チ
ア
ニ
ジ
ン
の
最
大
▲
き
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

・
8
月
工
臣
は
、
「
水
の

日
」
で
す
。
毒
舌
嵩
高
は
、
)

地
下
ダ
ム
か
ら
の
靂
業
用

水
の
恩
恵
を
受
け
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
を
は
じ
め
種
々
の

崖
作
物
の
生
産
地
と
漂
う

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ

せ
て
化
学
靂
薬
の
使
用
量

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
南
岸
の
大
部
分
に
地

下
ダ
ム
止
水
壁
が
あ
り
、

自
然
の
水
循
環
が
遮
断
さ

れ
て
い
ま
す
。
水
量
の
確

保
に
有
効
で
し
た
が
、
反

面
、
地
下
水
に
負
葡
さ
れ

る
崖
薬
の
種
類
も
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
作
物

の
中
ま
で
浸
透
し
少
量
で

効
果
が
持
続
し
害
虫
を
狙

い
撃
ち
す
る
フ
ィ
プ
ロ
ニ

ル
(
プ
リ
ン
ス
ベ
イ
ト
)

や
ネ
オ
.
ニ
コ
テ
メ
イ
ド
系

崖
薬
(
以
下
ネ
オ
ニ
コ
と

略
)
ク
ロ
チ
ア
ユ
ジ
ン
(
ダ

ン
ト
ツ
)
が
、
そ
れ
ぞ
れ

年
間
4
0
少
、
掲
ゾ
供
給
ざ

れ
で
い
ま
す
雪
こ
れ
ら
の

靂
薬
成
分
が
地
下
水
お
よ

び
水
源
原
水
か
ら
3
̃
も

種
類
水
道
水
か
ら
も
検

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
、
下
里
と
城

辺
の
民
家
の
水
道
水
を
1

た
。
1
 
0
名
の
市
民
の
尿
を
値
は
、
水
道
法
で
定
め
ら

調
べ
た
と
こ
ろ
、
9
名
で

4
̃
8
種
類
の
靂
薬
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
既
に
、

れ
た
目
標
値
の
卦
4
0
〇

分
の
1
で
す
∵
J
の
目
標

値
は
、
動
物
に
靂
薬
を
投

こ
ぞ
に
落
と
し
穴
が
あ
り

ま
す
。
小
児
や
胎
児
に
適

用
し
て
も
問
題
な
い
と
い

う
科
学
的
根
拠
を
示
す
こ

す
。
ク
ロ
チ
ア
ニ
ジ
ン
の

水
道
水
の
目
標
値
は
0
・

2
聖
g
/
山
で
す
『
虻
廿

で
は
、
こ
れ
ら
の
塵
薬
は

分
泌
か
く
乱
作
庫
を
有
し

感
受
性
の
高
い
胎
児
で

鳴
1
 
0
債
分
の
士
g
(
n

g
子
ナ
ノ
グ
ラ
ム
)
で
生

一
律
0
・
0
0
0
1
皿
g
殖
障
害
を
も
た
ら
す
可
能

宮
古
島
壇
下
水
研
究
会
)

ヾ

l
と
も

り

′
な
お

老

友
利
′
直
樹

/
し
で
、
2
0
0
0
倍
の

開
き
が
あ
り
ま
す
。
医
学

界
は
、
靂
薬
に
よ
る
脳
神

経
系
や
生
殖
系
へ
の
影
響

に
関
レ
懸
念
を
表
明
し
て

い
ま
す
。
日
日
等
多
く
の

国
で
、
ネ
オ
ニ
コ
や
フ
ィ

複
数
の
靂
薬
が
体
の
中
に
写
し
、
こ
の
量
な
ら
ず
っ

プ
ロ
ニ
ル
の
便

入
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
す
。
多
く
の
研
究
者
が
、

検
出
さ
れ
た
崖
薬
は
、
発

達
神
経
毒
性
や
内
分
泌
か

く
乱
作
屈
を
有
し
ー
で
お

り
、
発
達
障
害
や
生
殖
異

常
等
と
の
関
連
を
指
摘
し

と
取
り
続
け
て
も
問
題
な

い
と
す
る
土
日
摂
取
許
容

量
(
m
g
/
k
g
体
重
/

日
)
に
国
民
全
体
の
平
均

体
重
5
0
㌔
の
成
人
が
一
1

白
2
㍑
の
水
を
飲
み
、
経

口
で
入
る
水
の
割
合
を
1

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

虚
薬
は
医
薬
品
と
違
っ

て
ヒ
ト
で
の
試
験
が
で
き

な
い
か
ら
で
す
。
即
㌔
の

成
人
と
わ
ず
か
禦
フ
の
8

週
の
胎
児
を
同
じ
目
標
値

と
し
て
い
る
の
で
l
す
。
体

重
差
は
2
5
0
0
倍
で

や
制
限
さ
れ
て
い

E
U
ば
董
剛
に
対
策
を

行
う
こ
と
で
、
問
題
を
未

然
に
防
ぐ
予
悌
原
則
が
基

本
で
す
。
わ
が
国
は
、
自

ら
決
め
だ
基
準
を
超
え
な

け
れ
ば
問
題
な
い
と
い
う

立
場
で
す
。
靂
薬
は
、
内

性
が
璧
ロ
さ
れ
て
い
ま

す
。
胎
児
へ
の
健
康
影
響

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

は
、
n
 
i
g
単
位
で
の
目
標

値
が
必
要
な
の
で
す
。
\
宮

古
島
の
子
供
た
ち
へ
の
健

康
影
響
を
未
然
に
防
ぐ
に

は
、
国
の
基
準
の
範
囲
だ

か
ら
安
全
・
安
心
が
ら
二

歩
前
進
し
、
宮
古
島
市
独

自
で
巳
U
並
み
の
厳
し
い

弼
撰
繋
※

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
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